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要旨

目的：初めて子どもを持つ母親における妊娠期から産後１２か月までの子どもに対する愛着
の推移および妊娠期と産後の愛着との関連を明らかにする．

方法：初産婦１０７名（年齢２１～４０歳）を対象として，妊娠初期，中期，末期の３期と産後
１か月から１２か月までの５期の合計８回にわたり縦断的に母親の子どもに対する愛着
を調査した．

結果：妊娠期の胎児に対する愛着は，妊娠の経過とともに高めていた．産後の乳児に対す
る愛着は，産後１か月に比較し３か月が有意に高値を示したが，３か月以降では差は認
められなかった．また，胎児および乳児に対する愛着は，有意な正の相関が認められ，
相互に関連していた．そのうち，妊娠末期の胎児に対する愛着は，産後３か月を除く
１か月，６か月，９か月，１２か月の４時期の乳児に対する愛着に対して影響力をもつ
ことが示された．

結論：妊娠期は生まれてくる子どもを迎える準備期として重要であり，特に妊娠末期の胎
児に対する愛着が，産後における母親の乳児に対する愛着の基盤となることが示唆さ
れた．
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はじめに

女性が母親としての役割を受け入れ，母親として

の発達を促す主要なものは，成熟期における妊娠・

出産・育児の経験であると考えられている．妊娠は

女性の人生の中で重要な出来事であり，妊娠・出産

時期や育児期を通して母親という新しい役割に適応

しなければならない．子どもを受け入れるための準

備は妊娠・出産時期に生まれる愛着が最も密接に関

連し，子どもへの愛着は，妊娠期に芽生え，出産後

の子どもとの触れ合いを通して形作られると言われ

る１）．つまり，母親となる過程である妊娠・出産

・育児の経験を通して，胎児や新生児，あるいは乳

児との間で愛着を形成し母親となっていくと考える

ことができる．そのため，初めて妊娠・出産・育児

を経験する女性が子どもとの関係を形成していくこ

とは，母親という役割を受け入れその役割に適応し

ていくための重要な課題である．

大日向２），花沢３）は，母性の役割行動や母親の

生きがい観，育児観などに関する年代的視野からの

知見を報告しているが，どのようにして女性が母親

になるかという母親になる過程における基礎的デー

タの欠如を指摘している．また，母子関係の研究は

乳幼児期や青年期を扱うものが中心であり，胎児へ

の愛着形成についての報告４，５）や胎児および新生

児・乳児への愛着についての報告６‐９）があるもの

の，胎児期である妊娠期から育児期への愛着を縦断

的に調査した研究は少ない．

そこで，本研究では，女性の生涯発達という視点

から，ライフサイクル上の重要な移行期である母親

になっていく過程を妊娠期から出産，育児期へと縦

断的に捉え，女性が母親としての役割を受け入れて

いく過程において，母親の胎児および乳児の子ども

に対する愛着の推移とその関連を検討する．

研究方法

１．対象

Aおよび B県の２市１郡にある産婦人科医院３
施設で妊婦健康診査に訪れた出産経験のない妊婦と

した．その選択基準は，出産経験や育児の経験，子

どもや夫との関係が子どもへの愛着に影響する可能

性のあることから，既婚者で夫と同居中，産科的異

常および合併症のないローリスクの初めて子どもを

もつ妊婦とした．調査協力の得られた産婦人科医院

３施設で，平成１４年１１月から平成１５年４月までの間

に妊娠確定診断を受けた出産経験のない妊婦（妊娠

７～１５週）３００名に研究協力を依頼し，妊娠初期の

妊婦１３８名より回答が得られた．その後，産後１２ヶ

月まで継続的に調査協力が得られた１０７名を分析対

象とした．

２．調査期間

平成１４年１１月～平成１７年２月．

３．調査方法

出産経験のない妊婦を対象とした縦断的調査であ

り，１回目の調査は，文書にて研究主旨を説明し同意

の得られた後に調査票を手渡し，留置法にて郵送で

の回答を依頼した．以後の継続調査は，妊娠中期（妊

娠２０週），妊娠末期（妊娠３２週）の２回と産後１か

月，３か月，６か月，９か月，１２か月の５回，郵送

にて随時調査票を送付し，回答を得た．

４．調査内容

対象および夫の年齢や家族構成等の基礎的情報，

母親の胎児および乳児の子どもに対する愛着を調査

した．

１）胎児に対する愛着
・・母親の胎児に対する愛着の測定は，Muller１０）の開

発した Prenatal Attachment Inventory（PAI）を辻
野ら７），大村ら１１）が日本語翻訳し信頼性，妥当性の

確認された胎児愛着尺度日本版（以下 PAI-J）を用
いた．胎児愛着尺度は，母親が胎児に抱く愛着を測

定する質問紙であり，母親と胎児との間で発達する

愛着を母親側から測定することを目的としている．

母親の胎児への思いや行動を表す２１項目，４段階の

リッカート評定尺度で，「めったにない」（１点）か

ら「だいたいいつも」（４点）で構成される．得点

の高いほど胎児に対する愛着が高いことを示し，得

点の範囲は２１～８４点である．

２）乳児に対する愛着
・・乳児に対する愛着の測定は，Muller１２）が乳児に対

する母親の愛着を母親の情緒を表す行動と感情から

作成したMaternal Attachment Inventory（MAI）
を，中島１３），辻野ら７）が日本語に翻訳し，信頼性が

確認された乳児愛着尺度日本版（以下MAI-J）２６項
目を用いた．４段階リッカート評定尺度で，「めっ

たにない」（１点）から「だいたいいつも」（４点）

で構成される．得点の高いほど母親の乳児に対する

愛着が高いことを示し，得点の範囲は２６～１０４点で

ある．

５．分析方法

妊娠３期における PAI-J得点と産後１か月から１２
か月までの産後５期におけるMAI-J得点の平均値
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および標準偏差を算出した．また，妊娠３期と産後

５期の各時期において，それぞれ対応のある１要因

の分散分析を行った．経時的な関連性の検討のため

に，妊娠３期の PAI-J得点と産後５期のMAI-J得点
について正規分布を確認し，ピアソンの積率相関係

数を求めた．さらに，多重共線性を確認し，産後５

期の愛着が妊娠３期のどの愛着から予測できるか，

その因果関係をみるために重回帰分析（強制投入

法）を行った．分析には統計ソフト SPSS１５．０J for
Windowsを用いた．
本研究での母親の胎児に対する愛着を示す PAI-J

のクロンバックの α係数は，妊娠初期が０．８８１，中

期０．８７０，末期０．９０１，また，乳児に対する愛着を示す

MAI-Jのクロンバックの α係数は，産後１か月が

０．８９６，３か月０．８９５，６か月０．９１０，９か月０．９３３，１２

か月０．９２７であり，それぞれの内的整合性は確認で

きた．

６．倫理的配慮

研究対象者には，研究の概要，プライバシーの保

護，研究協力は任意であることを依頼書にて口頭で

説明した．調査協力の承諾は，初回調査時に実施し

た．質問紙は無記名としたが，データ照合のために

ID番号を記入した質問紙を用いた．また，研究協
力の有無により妊婦健康診査やその後の診察および

看護を受けるうえでの不利益を被らないこと，継続

調査途中での中止が可能であること，収集したデー

タは研究目的以外では使用しないことを説明した．

結 果

１．対象の背景

妊娠初期における対象の平均年齢は２９歳（SD＝
４．５，２１～４０歳），夫の平均年齢は３０歳（SD＝５．５，２０
～５０歳）で，核家族８３．２％（８９名），拡大家族１６．８％

（１８名）であった．

調査時における対象の妊娠週数は，妊娠初期１１．３

±２．１週（８～１５週），中期２３．６±１．８週（２０～２７週），

末期３４．５±１．５週（３２～３９週）であった．

２．母親の胎児および乳児に対する愛着の推移

妊娠３期における PAI-J得点と産後１ヶ月から１２
ヶ月までの５期におけるMAI-J得点の平均値と標
準偏差の推移をそれぞれ Fig．１と Fig．２に示した．
妊娠３期の PAI-J得点は，妊娠初期４１．０±１０．０（２３
～７７），中期５０．６±９．５（３０～７４），末期５７．３±１０．３

（３２～７６）と妊娠初期から末期にかけて徐々に高値

となった．この妊娠３期における対応のある１要因

の分散分析により，時期の主効果が確認された〔F
（２，２１２）＝２５９．５，p＜０．００１〕．平均値間の差の検定
（Bonferroniの方法）による多重比較の結果，初期
よりも中期，中期よりも末期と有意に高値を示した

（p＜０．００１）．また，乳児に対する母親の愛着を示

＊＊＊p＜０．００１

＊＊p＜０．０１

Fig.1 Means and standard deviations of
total score on PAI-J

Fig.2 Means and standard deviations of
total score on MAI-J
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すMAI-J得点は，産後１か月９３．０±８．３（６２～１０３），３
か月９４．６±７．７（６６～１０４），６か月９４．３±８．４（６０～

１０４），９か月９３．４±９．９（４９～１０４），１２か月９４．３±

８．９（６１～１０４）であった．この産後５期における対

応のある１要因の分散分析により，時期の主効果が

確認された〔F（４，４２４）＝２．６６６，p＜０．０５〕．平均値
間の差の検定（Bonferroniの方法）による多重比較
の結果，産後３か月は１か月よりも有意に高値を示

した（p＜０．０１）が，その他の時期での差は認めら
れなかった．

３．母親の胎児と乳児に対する愛着の関連

母親の胎児および乳児に対する愛着の経時的な関

連性を調べるために，妊娠３期の PAI-J得点と産後
５期のMAI-J得点について相関係数を求めた．各
時期の得点の相関係数を示したのが Table１であ
る．母親の胎児に対する愛着を示す PAI-J得点は，
妊娠３期それぞれに０．６２０～０．８２６と比較的強い正の

相関を示した．また，母親の乳児に対する愛着を示

すMAI-J得点も産後５期それぞれに０．６５９～０．８３２
と比較的強い正の相関を示した．次に PAI-J得点と

MAI-J得点の関連をみると，産後５期におけるMAI
-J得点は，妊娠中期および末期における PAI-J得点
との間で比較的強い正の相関を示し，妊娠初期での

PAI-J得点との間では弱い正の相関を示した．
次に，妊娠初期，中期，末期における母親の胎児

に対する愛着のうち，どの時期が産後の乳児に対す

る愛着を予測するかを検討するために，産後１か

月，３か月，６か月，９か月，１２か月の各時期それ

ぞれのMAI-J得点を目的変数として，妊娠初期，
中期，末期の３時期それぞれの PAI-J得点を説明変
数とした重回帰分析（強制投入法）を行った．その

重回帰分析の結果を Table２に示した．妊娠末期に
おける母親の胎児に対する愛着を示す PAI-J得点が
産後３か月を除く１か月，６か月，９か月，１２か月

の４時期における母親の乳児に対する愛着を示す

MAI-J得点に対して影響力をもっていた．しかし，
妊娠初期および中期における PAI-J得点は，産後５
期におけるMAI-J得点への影響力は認められなか
った．

Variable
Gestational period Months after delivery

Early Middle Late １st ３rd ６th ９th １２th

Middle ０．７２６***

Late ０．６２０*** ０．８２６***

１st ０．３９２*** ０．４６６*** ０．４９５***

３rd ０．３４１*** ０．３９１*** ０．４１７*** ０．８１０***

６th ０．３４９*** ０．５２１*** ０．５２８*** ０．７１８*** ０．７５５***

９th ０．３２３*** ０．４５２*** ０．５３３*** ０．６８８*** ０．６６６*** ０．８３０***

１２th ０．４０４*** ０．４８１*** ０．５２３*** ０．６５９*** ０．７１０*** ０．８１３*** ０．８３２***

＊＊＊p＜０．００１

Variable
Months after delivery

１st ３rd ６th ９th １２th

Gestational period

Early ０．１００ ０．１０７ ０．０７４ ０．０３２ ０．０９９

Middle ０．１１２ ０．０７７ ０．２１７ ０．０５８ ０．０８９

Late ０．３４０* ０．２８６ ０．３１２* ０．５０５*** ０．３８８**

total subject R２ ０．２６０ ０．１８６ ０．３０４ ０．２８５ ０．２８６

Independent variable : PAI-J scores ＊p＜０．０５ ＊＊p＜０．０１ ＊＊＊p＜０．００１

Table１ Pearson's correlations of PAI－J and MAI--J scores
n＝１０７

Table２ The result of multiple regression analysis with MAI-J scores
as the criteria variable

n＝１０７
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考 察

１．子どもに対する愛着の推移

妊娠期における PAI-J得点は妊娠初期から中期，
中期から末期と高くなった．この結果は先行研

究４，５，８）と同様であり，母親の胎児に対する愛着

は，妊娠初期から形成され妊娠の進行にともなって

高められることが本研究においても明らかになっ

た．産後１か月から１２か月までの産後５期における

MAI-J得点は，産後１か月に比較し産後３か月が有
意に高値を示したが，それ以外の時期での差は認め

られなかった．このことから，母親の乳児に対する

愛着は，産後１か月から３か月にかけて高められ，

産後３か月以降は比較的安定していると考えられ

る．母親が分娩後に子どものいる生活としてペース

がつかめてくるのが産後２．８か月との報告があ

る１４）．産後３か月頃は子どもの反応性が高まる時期

であり，母親が子どもの個性を会得し，子どもの注

視・発声・微笑といった行動により児とのコミュニ

ケーションが可能となる．そして，母親は産後１か

月頃の慣れない初めての子どもとの生活を経て，３か

月頃には子どもとの生活にも慣れ，子どもの反応や

行動から乳児に対する愛着を高め，３か月以降には

安定した愛着を示すものと推察する．

２．妊娠期と産後の子どもに対する愛着の関連

妊娠３期における PAI-J得点および産後５期にお
けるMAI-J得点は，各時期それぞれに有意な正の
相関が認められた．特に，妊娠３期のうち妊娠中期

および末期の PAI-J得点と産後１か月から１２か月ま
での産後５期におけるMAI-J得点との間で比較的
強い正の相関が認められた．このことから，母親の

子どもに対する愛着は，妊娠期から産後１２か月まで

の時間的な経過においても相互に関連していること

が明らかになった．しかし，PAI-J得点とMAI-J得
点の相関は，妊娠期および産後における得点相互間

の相関に比較して相対的に弱い相関であった．これ

は，佐藤８）が指摘するように，母親の愛着は妊娠中

期における胎動の出現や末期の胎児の成長にともな

う胎動の触知によって高められるが，胎動という主

観的体験はあるものの直接的に関われない状況であ

る胎児と直接的に関わることができる乳児という違

いによる影響や実際の子どもとの生活が影響した結

果ではないかと推察する．

産後５期それぞれのMAI-J得点を目的変数とし
て，妊娠３期の PAI-J得点を説明変数とした重回帰
分析の結果，産後３か月以外の１か月，６か月，９

か月，１２か月における母親の乳児に対する愛着に

は，妊娠末期における母親の胎児に対する愛着の直

接効果が大きいことが示された．母親の胎児に対す

る愛着は，出産後の子どもに対する愛着に関連し，

妊娠末期が産後１か月の新生児に対する愛着に影響

力をもつことが報告されている７）．今回の結果は，

妊娠末期の胎児に対する愛着が，産後１か月の新生

児期のみならず，産後６か月から１２か月の乳児期に

おいても影響力のあることを示している．妊娠期は

産まれてくる子どもを迎えるための準備期であり，

特に妊娠末期は産後における母親の乳児に対する愛

着の基盤となる重要な時期であることが示唆され

た．しかし，今回，産後３か月における母親の乳児

に対する愛着には，妊娠期の母親の胎児に対する愛

着からの影響は認められなかった．３か月頃は子ど

もの反応性が高まり，児とのコミュニケーションが

可能となる時期である．また，児の夜間における睡

眠の増加や睡眠覚醒の１日リズムの確立により，夜

間の授乳回数や泣きの回数が少なくなり１５‐１７），母親

もまとまった睡眠がとれるようになることが考えら

れる．このような子どもの発達が，母親の疲労軽減

や育児への自信につながり，３か月の母親の子ども

に対する愛着そのものに反映したと推察する．

しかし一方で，３～４か月頃の児は，育児環境の

調整が不十分な場合，夜間に目覚めて泣いたり寝つ

きが悪くなるという報告もある１８）．また，産後３か

月の母親がもつ育児による制約感や疲労感などの否

定的な意識は，夫へのサポート期待や子どもに関す

る心配といった要因が影響する１９）．産後１～３か月

頃には産後うつ病の発症が一番多く２０），涙もろさや

気分が沈むなどの産後の気分の異常のある母親が

年々増えていることも指摘されている２１）．したがっ

て，産後３か月頃には抑うつ傾向や育児による制約

感，疲労感や焦燥感などネガティブな感情が生まれ

る可能性もあり，母親の子どもに対する愛着への影

響も考えられることから，今後は事例の検討が必要

である．

結 論

初めて子どもを持つ母親１０７名を対象として，妊

娠初期から産後１２か月までの胎児および乳児に対す

る愛着を検討した．

その結果，母親の胎児に対する愛着は，妊娠の経

過とともに高めていた．乳児に対する愛着は，産後

１か月から３か月へと高められるが，３か月から１２
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か月までは比較的安定していることが明らかになっ

た．また，母親の胎児および乳児に対する愛着は相

互に関連が示され，妊娠末期の胎児に対する愛着

は，産後３か月を除く１か月，６か月，９か月，１２

か月の４時期の愛着に対して影響力をもっていた．

妊娠期は産まれてくる子どもを迎えるための準備

期として重要であり，特に妊娠末期の愛着が，産後

における母親の乳児に対する愛着の基盤となること

が示唆された．
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Abstract

Purpose : To shed light on（i）the transition of attachment of mothers to their first children during
gestation and １２ months after delivery and（ii）the relationship between the attachment during
gestation and that during１２months after delivery.

Method : The attachment of１０７women（age：２１－４０）in the first childbirth to their children was surveyed
in the early，middle，and late stages of gestation and the１st，３rd，６th，９th，and １２th months after
delivery，respectively.

Result : Their attachment during gestation increased as time goes by. Their attachment in the ３rd
month after delivery was significantly stronger than that in the１st month，and no significant
change in their attachment was observed thereafter. A significant positive correlation was noted
between their attachment to their fetuses and that to their infants. Their attachment produced in
the late stage of gestation effect on their attachment in the １st，６th，９th，and １２th months after
delivery.

Conclusion : Gestational period is important because it is a phase in which mothers prepare to receive
children. It is suggested that their attachment to their children in the late stage of gestation in
particular becomes the foundation of their attachment after delivery.
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